
平
成
二
十
八
年
二
月
四
日
提
出

質

問

第

一

一

六

号

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
国
内
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

長

妻

昭
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「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
国
内
実
施
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

平
成
二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
（
米
国
東
部
時
間
）
ま
で
、
潘
基
文
国
連
事
務
総
長
の
主
催
に
よ
る
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
以
下
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
略
す
）
」
（
注
）
を
採
択
す
る
国

連
サ
ミ
ッ
ト
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ
、
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
が
出
席
し
、
今
後
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
実
施
に

向
け
た
我
が
国
の
考
え
や
貢
献
策
等
を
発
信
し
た
。

（
注
）
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

二
〇
〇
一
年
に
策
定
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

illennium
D

evelopm
ent

G
oals:

M
D

G
s

）
の
後
継

と
し
て
国
連
で
定
め
ら
れ
た
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
国
際
目
標
。M

D
G

s

の
残
さ
れ
た
課
題

（
例：

保
健
、
教
育
）
や
新
た
に
顕
在
化
し
た
課
題
（
例：

環
境
、
格
差
拡
大
）
に
対
応
す
べ
く
、
新
た
に
十
七

ゴ
ー
ル
・
百
六
十
九
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（Sustainable

D
evelopm

ent
G

oals:

SD
G

s

）
を
策
定
。
七
回
に
及
ぶ
政
府
間
交
渉
を
経
て
、
昨
年
八
月
に
実
質
合
意
さ
れ
た
。

二
十
七
日
の
午
後
に
安
倍
総
理
が
実
施
し
た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

さ
れ
て
い
る
。

一



国
連
総
会
で
も
発
表
さ
れ
た
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
内
容
は
、
内
閣
の
公
式
見
解
と
い
う
理
解
で
い
い
の
か
ど
う
か
、

お
示
し
願
い
た
い
。

二

こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
、
「
日
本
自
身
が
そ
の
一
員
と
し
て
、
国
際
社
会
と
共
に
ア
ジ
ェ
ン
ダ
実
施
に
最
大
限

努
力
す
る
こ
と
」
や
、
「
三
か
月
後
に
は
、
二
〇
三
〇
年
に
向
け
た
最
初
の
一
年
が
始
ま
り
ま
す
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
践
を

す
ぐ
に
も
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
現
在
で
も
相
違
な
い
の
か
お
示
し
願
い

た
い
。

三

ま
た
、
こ
の
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
関
し
て
、
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
さ
れ
て
い
る
「
仮
訳
（
国
連
文
書

A
/70/L.1

を
基
に
外
務
省
で
作
成
）
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
前
文
」
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
国
及
び
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
は
、
協
同
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
」
と
あ
り
、
「
宣
言
」
に
お
い
て
、
「
す
べ

て
の
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
す
べ
て
の
国
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SD

G
s

）

と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
「
各
々
の
政
府
は
、
こ
れ
ら
高
い
目
標
を
掲
げ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
具
体
的
な

国
家
計
画
プ
ロ
セ
ス
や
政
策
、
戦
略
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
は
、
日
本

も
含
む
す
べ
て
の
国
が
対
象
と
な
る
も
の
で
、
す
べ
て
の
国
が
そ
の
目
標
達
成
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
の
理
解
で

二



よ
い
か
。
お
示
し
願
い
た
い
。

四

こ
の
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
十
七
の
目
標
と
百
六
十
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
「
貧
困
」
「
教
育
」
「
格
差
」
「
環

境
」
な
ど
、
か
な
り
広
範
な
分
野
に
ま
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
内
閣
と
し
て
は
こ
の
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
各
ア

ジ
ェ
ン
ダ
の
実
施
に
あ
た
り
、
特
に
国
内
実
施
に
関
し
て
は
、
ど
の
省
庁
が
担
当
す
る
の
か
、
省
庁
横
断
型
の
組
織
を
作
る

の
か
な
ど
、
実
施
体
制
、
計
画
作
り
等
に
関
し
て
の
現
段
階
で
の
見
解
を
問
う
。

五

「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
十
七
の
目
標
お
よ
び
百
六
十
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
な
か
に
は
、
例
え
ば
、
「�

.�

二
〇

三
〇
年
ま
で
に
、
各
国
定
義
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
貧
困
状
態
に
あ
る
、
す
べ
て
の
年
齢
の
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
の
割

合
を
半
減
さ
せ
る
。
」
な
ど
数
値
目
標
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
は
、
厚
労
省
の
二
〇

一
二
年
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
れ
ば
十
六
�
一
％
、
総
務
省
の
二
〇
〇
九
年
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

十
�
一
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
内
閣
と
し
て
は
、
こ
れ
を
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
数
値
目
標
を
掲
げ
、
ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
か
お
示
し
願
い
た
い
。

六

同
じ
く
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
十
七
の
目
標
お
よ
び
百
六
十
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
な
か
に
は
、
「�

.�

二
〇
三

〇
年
ま
で
に
、
若
者
や
障
害
者
を
含
む
す
べ
て
の
男
性
及
び
女
性
の
、
完
全
か
つ
生
産
的
な
雇
用
及
び
働
き
が
い
の
あ
る
人

三



間
ら
し
い
仕
事
、
な
ら
び
に
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
達
成
す
る
。
」
な
ど
が
あ
る
。
安
倍
総
理
は
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十

二
日
の
施
政
方
針
演
説
の
な
か
で
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実
現
を
目
指
す
」
と
表
明
し
た
。
こ
れ
は
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
も
適
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
を
実
現
さ
れ

る
お
つ
も
り
か
、
お
示
し
願
い
た
い
。

七

最
後
に
、
こ
の
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
各
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
践
に
あ
た
り
、
公
的
、
官
民
、
市
民
社
会
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
と
考
え
る
。
内
閣
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
お
示
し
願
い
た
い
。
ま
た
、
官
民
、
市
民
社
会

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
「
二
〇
三
〇
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
国
内
実
施
に
際
し
て
戦
略
作
り
、
政
策

枠
組
み
の
構
築
等
を
お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
の
か
問
う
。

右
質
問
す
る
。

四


